
環境学委員会・統合生物学委員会合同 自然環境分科会  

第 25 期第３回分科会議事録 

 

日 時： 令和４年２月７日（月） 10:00-12:00 

会 場： オンライン会議 

議 題： 1. 第 25期の公開シンポジウム企画について 

2. その他 

出席者： 池邊このみ、北島薫、小森大輔、香坂玲、高田まゆら、田島夏与、村上暁信、

吉田丈人 

（以上、名簿順、敬称略） 

 

[議事要旨] 

1. 第 25期の公開シンポジウム企画について 

・ 第 25期の公開シンポジウム企画について、意見交換がなされた。以下に要点をまとめる。 

---------------------- 

・ テーマ案：人と自然のかかわりの新たな境界〜副題〜 

・ 趣旨案：人と自然の広い意味での境界（物理的・心理的）における、新たな展開や最近の動向

を概観する 

 １部： 「みち」がうみだす境界の変化（時間費用、環境影響、関係人口、etc.） 

 ２部： 歴史や文化が与える境界への影響（発展経路、生業の変化、etc.） 

 ３部： パネルディスカッション 

・ トピック案 

- 「道路」より「みち」の方が言葉として良いのでは 

- みちが運ぶさまざまなモノ（文化、種子、外来種など）参勤交代 

- 歴史には自然的なものも含む 

- 都市と農山漁村とのつながり（自然資源、市場など） 

- 都市のなかのみち、アスファルトの位置付け 

- 流域とみちのかかわり、情報のみち 

- 野生動物にとってのみち（河畔林、薮）、農業害虫とみち 

- みちの入っていない自然 

・ ロジ案 

- パネルディスカッションを実施（まとめの方向性：連携の重要性や方法） 

- 学術の動向への成果公表 

- 学術会議の外の機関などとの連携（共催など） 

- 他の分科会との主催 

 生態科学分科会、都市・地域デザインの多様なアプローチ分科会、林学分科会、地

球人間圏分科会、地域研究委員会など？ 

---------------------- 



2. その他 

・ 吉田委員長より、田島委員が３人目の幹事として指名され、承認された。 

・ 北島委員より、統合生物学委員会（委員長：北島薫第二部会員）と基礎生物学委員会（委員

長：小林武彦第二部会員）の合同委員会が 3/11 17-19時から開催されることが案内された。

本分科会は、第二部と第三部をつなぐ分科会なので是非協力いただきたい旨が説明なされた。 

・ 北島委員より、本分科会が関連する公開シンポジウムが紹介された。 

- 「縮退時代において、20年後のまち・社会を考える〜宇宙×都市×遺伝子×生態〜」 

https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/321-s-0301.html 

- 「カーボンニュートラル実現に向けた学術の挑戦 システムの転換を目指して」 

https://www.scj.go.jp/ja/event/2022/318-s-0313-2.html 

・ 次回の分科会は４月以降に（対面形式や総会に合わせての開催を視野に）日程調整する。 


